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慢性 呼吸器感染症におけるcefetamet pivoxilに 関す る検討
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経 ロセ フ ァロ スポ リン系抗 生物質cefetamet pivoxil (CEMT-PI)を 慢性 呼吸 器感 染症11

例 に使 用 しそ の臨床 効 果 お よび 副作 用 を検 討 した。 投与期 間 は平均13.2日 で あった。 臨床効

果 は 著 効1例,有 効3例,や や 有 効3例,無 効4例 で有 効率 は36.4%で あ った。 起炎 菌 は

Haemophilus influenzae 3例, Klebsiella pneumoniae 3例 等 で あ った。 軽 度 の 肝機 能 障害,

食欲 不振 が あ っ た。CEMT-PIは 慢性 呼 吸器 疾 患 にお け る下 気道 感染 症 特 に軽 症 の症例 にお

い て使 用 す る抗 菌薬 の1つ にな り得 る と考 え られ た。
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Cefetamet pivoxil (CEMT-PI)は 経 口吸収 され

な いcefetamet (CEMT)の2位 の カル ボ キシル基 に

ピバ ロ イルオ キシ メチル をエ ステル結 合す るこ とに よ

り経 口吸収 を可能 に した薬剤 であ り,グ ラム陽性 菌 お

よび陰 性菌 に対 して広 範 なスペ ク トラム を有 し,特 に

グ ラム 陰 性 菌 に 対 して優 れ た抗 菌 力 を示 す 。 また β

ーラ ク タマ ー ゼ に 対 して も安 定 な薬 剤 であ る。 今 回

CEMT-PI(以 下 本剤)を 慢 性 呼 吸 器 疾 患 の 下 気 道

感染症 に対 して使 用 し,そ の臨床 効 果お よび副 作用 を

検 討 したの で報告 す る。

対象 は慢性 呼吸 器疾 患 を基礎 疾患 とす る下気 道感 染

症 患 者 で男性8例,女 性3例,21～79歳 平 均年 齢

55.1±19.1歳 で あ る。 疾 患 の 内訳 は慢性 気 管支 炎4

例,気 管 支 拡 張 症 な らび に 肺 気 腫 症,Diffuse pan-

bronchiolitis(DPB)の 下 気道 感染症7例 であ る。 本

剤使用前に同定された起炎菌は Haemophilus influ-

enzae 3株, Klebsiella pneumoniae 3株, Staphylo-

coccus aureus 1株, Pseudomonas aeruginosa 1株

Alcaligenes calcoaceticus 1株 で あ り,2例 が不 明 で

あ っ た。 本 剤の 投与 量 は500mg×2が7例,250mg

×2が4例 であ っ た。 投 与 日数 は2例 が8,9日,2

例 が15日,他 の 症 例 では14日 で,平 均13.2±2.4

日 で あ っ た。 総 投 与 量 は7gか ら14.5gま で平 均

10.5±3.6gで あ った。 治療効 果 は臨床症 状,喀 痰 細

菌 検 査,血 液 検 査 成 績(赤 沈,白 血 球 数,CRPな

ど)の 推移 を判定 した。 さらに,本 剤投 与に よる副作

用 の有無 お よび血 液像,血 小 板数,肝,腎 機 能 を中心

とす る臨 床 血 液検 査 値 の 異常 の有 無 に つ いて検 討 し

た。 本 剤 投 与 に よ る症 例 毎 の 治療 成 績 をTable1に

示 す。治 療効 果 は4段 階(著 効,有 効,や や有効,無

効)で 判 定 した。 各疾 患毎 の治療 効果 は慢性 気管支炎

では4例 中著効1例,有 効2例,無 効1例,気 管支拡

張症5例 で は有効1例,や や 有効3例,無 効1例 で,

DPBと 肺 気 腫 症 各1例 で は 無効 で あ っ た(Table

2)。 一 方喀痰 よ り明 らか にで きた起 炎菌9株 につ いて

結 果 をTable3に 示 した。 起炎 菌 は K.pneumoniae

3例, H.influeuzae 3例, S.aureus, P.aeruginosa,

A.calcoaceticus 各1例 であった。細菌学的効果はK

pneumoniae 3例 中 消 失1例.菌 交 代1例,不 変1

例, H.influenzae 3例 中 不 変2例,不 明1例,P

aeruginosa, A.calcoaceticus 各1例 は 減 少, S.au-

reus は不変であった。以上本剤の臨床成績を疾患別

な ら び に起 炎 菌 別 に分 け て述 べ た が,全 体 としては

11例 中4例 に有 効 以 上 の 臨床 効 果 が得 られ,細 菌 学

的 効 果 は消 失1例,減 少2例,不 変4例,菌 交代1

例,不 明3例 であ った。

副作 用 は1例 に軽度 の 食欲不 振 を認め たが 内服継続

中 に 自然 軽 快 した。 検 査 成 績 で は1例 で 投 与後 に

GOT 32(KU),Al-P 11.1(KAU),と 軽度 の上 昇

を認め たが,投 与終 了後正 常化 した。 その他の症例 で

は本剤投 与 前後 で臨床検 査値 異 常や 副作用 を認 めなか

った(Table4)。
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Table 1. Clinical efficacy of cefetamet pivoxil

RTI: respiratory tract infection DPB: diffuse panbronchiolitis CPE: chronic pulmonary emphysema

Table 2. Clinical response to cefetamet pivoxil treatment

Table 3. Bacteriological results of cefetamet pivoxil
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Table 4. Laboratory findings before and after administration of cefetamet pivoxil

B : before, A : after

Fig. 1. Chest X-ray before treatment in case No.5

こ こで本 剤が 有効 で あっ た症例 を提 示す る。

症例5:66歳,男 性,昭 和40年43歳 頃,気 管支拡

張症 を指摘 され,昭 和57年60歳 の頃か ら痰量 が増加

し,下 気道 感染 を繰 り返 して いた。 昭和63年10月 咳

痰 が 増加 し,10月4日 当 院外 来 を受 診 した。 来 院時

胸 部 レ線 上左 下 肺 野 に浸潤 陰影 を認 め た(Fig.1)。 喀

痰 よ りK.Pneumoniaeが 検 出 され,菌 量 は(+)で

Fig. 2. Chest X-ray after treatment in case No.5

あ っ たが,本 例 は過去 に もK.pneumoniae niyoru気

道 感 染 を繰 返 してお り,K.pneumoniaeを 起 炎菌 と

推定 した。本 剤500mg1日2回,2週 間の投 与に よ

り咳,痰 等の 自覚 症 状の 改善,胸 部 レ線 の改善 が認め

られ(Fig.2),菌 も消 失 し本剤 が 有効 で あ った。 起

炎 菌 と考 えたK.pneumoniaeのMICは0.05μg/ml

で あっ た(Fig.3)。
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Fig. 3. Case No.5 66 Male, 62kg Bronchiectasis chest X-ray

CEMTは グ ラ ム陽 性 菌 お よび陰 性菌 に広範 な スペ

ク トラム を有 し特 に慢 性気 道感 染症 の 主要 な起 炎菌 で

あ るグラム陰性 桿菌 に対 して優 れ た抗菌 力 を示 す。 ま

た,一 部 の セ フ ロ キ シマ ー ゼ に加 水 分 解 を受 け る以

外,い ず れ の β-ラ クタマ ー ゼ に も安 定 な ため β-ラ

クタマー ゼ産生 株 につ い て も抗 菌 力 を有 す る薬剤 であ

る。 本剤 は経 口投 与 に よ り小腸 上部 か ら吸収 され,腸

間壁 のエ ス テラー ゼ に よ り加水分 解 され循環 血 中で は

抗菌 活性 を有 す るCEMTと して存在 す る。 本剤 は喀

痰へ の良好 な移 行 が認 め られ,呼 吸 器感 染症 に対 す る

有用性 が示 唆 され て い る1)。

今 回慢 性 気 道 感 染 症 の 急性 増悪 に対 して本 剤1日

500～1,000mgを 平均13.2±2.4日 間経 口投与 し臨

床効 果 を判定 したが その 有 効率 は36.4%と 低 率 で あ

った。 この 原 因は慢 性気 道 感染症 の急性 増悪 に対 す る

経 口薬 に よ る治療 の困難 さが背景 にあ り,さ らに今 回

の 対 象 症 例 の 中 に 本 剤 が 抗 菌 力 を 有 し な いS

aureus,P.aeruginisa,A.calcoaceticus各1例 が含

まれて いた こ と も関与 して いた と考 え られ るが,本 剤

が 抗 菌 力 を 有 す るK.pneumoniae3例,H.influ-

enzae3例 に限 定 して も,そ の 除菌 率 は1/6と 低 値 で

あった。今 回の少数 例 の検 討 か らは慢性 呼 吸器感 染症

に対 す る本剤 の除菌 効 果 は低 いの で,中 等症 以上 の症

例 へ の投 与 は適 当で はな く,軽 症例 を対 象 とした場合

に使用 し得 る抗 菌薬 の1つ に な るの で はな いか と考 え

られ た。

副 作 用 は1例 に軽 度 の 食欲 不 振 を認 め た の み で あ

り,内 服 継続 中に 自然軽 快 した。 検査 成績 では1例 で

投 与 後 に肝機 能検査 値 に軽 度の 異常 を認 め たが,投 与

終 了後 自然軽 快 した。 その他 の症 例 では本 剤投 与 前後

で臨床 検査 値 異常や 副作 用 を認 めず,安 全 に使 用 で き

る薬剤 であ る と考 え られ た。
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We studied the clinical effects and adverse effects of cefetamet pivoxil (CEMT-PI), a new 

cephem antibiotic, in 11 patients with acute exacerbation of chronic respiratory tract infections. 

The efficacy rate was 36.4%. As to adverse effects, only 1 patient had mild anorexia during the 

treatment. One case showed transient and slight abnormality in the liver function test. Though its 

efficacy rate was not so high, cefetamet (CEMT) is stable toƒÀ-lactamases, which are thought to 

characterize the major pathogens involved in acute exacerbation of chronic respiratory diseases, 

abd hence maybe efficacious in these kinds of complaint.


